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場から検討して， 1 ~ 3 MeV のエネルギ一範囲における電子の波動性と粒子性を明らかにしている。
3 )結晶の電子線照射損傷過程を詳細に調べ，照射損傷の度合は同一照射条件下でも結晶の方位に大
きく依存することを明らかにし，方位依存性を定量的に求めることに成功している。
4 )照射損傷によって生成された点欠陥と他の格子欠陥との相互作用を利用して，従来困難視されて
いた照射下の固溶原子および既存転位の挙動の確認，ジョグの移動による点欠陥生成の確認，固溶
原子の局所濃度の決定など，超高電圧電子顕微鏡を用いた新しい材料物性の研究方法を確立してい
る。
以上のように，本論文は従来不明の点の多かった高エネルギー電子と結晶との相互作用の基礎と応
用に関する新しい知見を与えたもので，材料科学ならびに工業上重要な貢献をなすものである。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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